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令和５年度 第２回 山口県道路メンテナンス会議 

 

                     日時：令和６年２月２６日（月） 

                                      13：30 ～ 15：00 

                     場所：山口河川国道事務所 

                                            第１会議室 

                                        （Ｗｅｂ会議の併用） 

 

議 事 次 第 

 

 ○ 開 会 

 ○ 挨 拶 

 ○ 議 事 

１．令和６年度道路関係予算概要について                

２．定期点検要領の改訂について                      

３．点検支援技術の活用について                      

４．自治体支援の取組について                       

５．連絡事項                        

 ○ 閉 会 



所　属 役職

役職 氏名

会長 国土交通省中国地方整備局 山口河川国道事務所長 山田　直也

山口県土木建築部 道路整備課長 （代理）道路整備課主査 藤重　浩雄

西日本高速道路株式会社中国支社 山口高速道路事務所長 久保　謙吾 Ｗｅｂ

下関市 建設部長 （代理）道路河川建設課長 山本　光昭 Ｗｅｂ

宇部市 土木建設部長 （代理）道路整備課係長 河野　通信 Ｗｅｂ

山口市 都市整備部長 （代理）道路河川管理課 山根　誠司

萩市 土木建築部長 （代理）土木課長 山本　孝志 Ｗｅｂ

防府市 土木都市建設部長 （代理）技術補佐兼維持安全係長 田頭　裕文

下松市 建設部長 （代理）土木課長 在津　剛

岩国市 建設部長 （代理）道路課橋りょう班長 梅川　富士夫

光市 建設部長 （代理）道路河川課 國弘　幹子

長門市 建設部長 （代理）都市建設課長 末永　孝文 Ｗｅｂ

柳井市 建設部長 （代理）土木課長 笠松　英明 Ｗｅｂ

美祢市 建設農林部長 （代理）建設農林部建設課主幹 野村　知司

周南市 建設部長
（代理）建設部道路課

橋りょう長寿命化推進室長
山本　謙介

山陽小野田市 建設部長 （代理）土木課係長 三塩　泰史 Ｗｅｂ

周防大島町 産業建設環境部長 （代理）施設整備課長 江口　光幸 Ｗｅｂ

和木町 都市建設課長 （代理）都市建設課長補佐 片山　博和

上関町 土木建築課長 （代理）土木建築課主事 佐原　哲文 Ｗｅｂ

田布施町 建設課長 吉藤　功治 Ｗｅｂ

平生町 建設課長 山崎　好博

阿武町 土木建築課長 高橋　仁志 Ｗｅｂ

国土交通省中国地方整備局 中国技術事務所長 高木　繁 Ｗｅｂ

国土交通省中国地方整備局
中国道路メンテナンス
センター長

（代理）技術課長 山本　順也

一般財団法人山口県建設技術
センター

技術部　技術部長 松村　和紀

国土交通省中国地方整備局
道路部

地域道路調整官
（代理）道路部地域道路課課長補

佐
浅井　順一 Ｗｅｂ

国土交通省中国地方整備局
道路部

道路保全企画官 髙口　敏弘

西日本高速道路中国支社 保全サービス統括課長 岡田　寿 Ｗｅｂ

国土交通省中国地方整備局
道路部

道路部道路構造保全官 塚本　勝幸

国土交通省中国地方整備局
道路部

道路部道路構造保全官 蔵本　直行

国土交通省中国地方整備局
中国道路メンテナンスセンター

保全対策官 三谷　将大 Ｗｅｂ

山口市 道路河川建設課副主幹 山根　誠司

美祢市 建設農林部建設課主査 松本　寛之

周南市
建設部道路課

橋りょう長寿命化推進室長
白木　一人

副所長（管理） 岡本　慎二

総括保全対策官 大下　孝志

課長 山本　和正

専門官 弘中　雅志

専門職 三戸　勝

主査 吉本　静磨

主任 藤原　義忠

課長 岡村　哲司 Ｗｅｂ

課長 江原　寛 Ｗｅｂ

国土交通省中国地方整備局　山口河川国道事務所

随行

副会長

会員

事務局

国土交通省中国地方整備局　山口河川国道事務所
道路管理第二課

国土交通省中国地方整備局　山口河川国道事務所
道路管理第二課

国土交通省中国地方整備局　山口河川国道事務所
道路管理第二課

西日本高速道路株式会社中国支社　山口高速道路事務所 統括課

西日本高速道路株式会社中国支社　周南高速道路事務所 統括課

山口県土木建築部　道路整備課

山口県土木建築部　道路整備課

令和５年度　第２回　山口県道路メンテナンス会議　出席者名簿

出席者 会議参加
形式

オブ
ザーバー

国土交通省中国地方整備局　山口河川国道事務所



開催場所：山口河川国道事務所　第１会議室

随
行
者

随 随

行 行
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随 随

行 行

者 者
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席

記

者

席

令和５年度　第２回　山口県道路メンテナンス会議　配席表

Ｐ
Ｃ

操
作
席

山口市

道路河川管理課長

（代理）

山口県建設技術センター

技術部長

平生町

建設課長

和木町

都市建設課長補佐

（代理）

下松市

土木課長（代理）

山
口
河
川
国
道

事
務
所
長

山
口
県

道
路
整
備
課
主
査

（
代
理
）

中
国
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

セ
ン
タ
ー

技
術
課
長
（
代
理
）

中
国
地
方
整
備
局

道
路
保
全
企
画
官

防府市

技術補佐兼

維持安全係長

（代理）

入

口

岩国市

道路課橋りょう班長

（代理）

光市

道路河川課係長

（代理）

周南市

橋りょう長寿命化推進室長

（代理）

美祢市

建設農林部建設課主幹

（代理）

事務局（国、山口県）

事務局（国、山口県）

事務局（国、山口県）
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令和５年度 第２回 ⼭⼝県道路メンテナンス会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 議 事 資 料 

１．令和６年度道路関係予算概要について                

２．定期点検要領の改訂について                      

３．点検⽀援技術の活⽤について                      

４．⾃治体⽀援の取組について 

 

  



１．令和６年度道路関係予算概要について
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 令和６年度 予算概要

道路保全企画Gからの連絡事項

2



令和６年度道路関係予算総括表

令和6年度 道路関係予算概要(R6.1） 抜粋
3



公共事業関係費（政府全体）の推移

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
4



道路関係直轄予算の推移

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
5



令和６年度 主要施策の基本方針

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
6



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
7



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
8



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
9



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
10



令和６年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
11



令和６年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
12



令和６年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
13



【参考】防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
14



【参考】道路施設の点検・修繕等措置の状況

令和6年度 道路関係予算概要（R6.1） 抜粋
15



 

 

 

 

 

 

 

 

２．定期点検要領の改訂について 
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 定期点検要領の改訂（概要・ポイント）

道路保全企画Gからの連絡事項

17



定期点検要領の改訂（概要・ポイント）

１）点検の質
①診断結果のばらつき
②診断の根拠が不明
③措置の妥当性

２）点検の負担
①点検データの活用が不十分
②技術者不足
③新技術の活用が不十分

１）点検の質の確保
①診断（性能の推定）の記録方法の変更
・『性能の推定（見立て）』の記録の追加
→診断過程の見える化
・定期点検結果記録要領（別冊１）
→診断に関する専門的内容

２）点検の効率化・合理化
①点検項目・記録の合理化、記号化（様式の変更）
・主たる構成要素
→①上部構造、②下部構造、③上下部接続部
・想定する状況
→①活荷重、②地震、③豪雨・出水
・点検時点の技術的評価
→Ａ：問題なし

B：致命的でない程度
C：致命的な状態で判定

・橋全体の健全性評価
（部材の判定区分による橋全体の評価の削除）

②所見（様式３）追加
（変状の原因、次回点検までの状態、措置必要性）

③点検計画の策定
・点検支援技術活用において定期計画策定要領の
策定

・１月下旬～２月２６日
各道路管理者（自治体等）への意見照会
・３月上中旬
定期点検要領の改定（自治体への通知）

定期点検の課題
対応策

今後の予定

18



第19回道路技術小委員会（令和5年10月2日）資料 抜粋19



第19回道路技術小委員会（令和5年10月2日）資料 抜粋20



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋21



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋22



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋23



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋24



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋25



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋26



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋27



第２０回道路技術小委員会（令和6年1月19日）資料 抜粋28



 

 

 

 

 

 

 

 

３．点検⽀援技術の活⽤について 
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点検支援技術の活用に関する意見について
令和５年度の山口県道路メンテナンス会議(実務担当者会議)において、点検支援技術の活用に関する意見について
整理した。

点検支援技術に関する意見 意見を出した機関 意見への回答 参考資料

経済性に
ついて

点検支援技術の方が経
済的に不利なものもあ
る。

山口県、下関市、宇部
市、山口市、光市、長
門市、美祢市、周南市、
山陽小野田市、周防大
島町、和木町

経済性だけでなく記録作業
の省力化と高度化等を図るこ
とを目的として、総合的に判
断して検討する。
今まで点検が難しかった箇

所（水中や狭隘部等）に点検
支援技術を活用するといった
観点で検討していく。

山国_添付①
山国_添付②

点検支援
技術の選
定につい

て

どのような点検支援技
術が適しているかわか
らない。

萩市、防府市、下松市、
周南市、平生町、阿武
町

国土交通省ＨＰに、点検支
援技術の資料が公表されてい
ます。
ご活用ください。

国交省_添付➂（一覧表抜粋）
https://www.mlit.go.jp/road
/sisaku/yobohozen/pdf/chiho
-katsuyo-jirei.pdf

国土交通省ＨＰで、点検支
援技術性能カタログを公表し
ています。
ご活用ください。

https://www.mlit.go.jp/road
/sisaku/inspection-support/

山口県道路メンテナンス会
議等で、各自治体の活用事例
を情報共有することが重要。

山国_添付④

※点検支援技術：「点検支援技術 性能カタログ（国土交通省）」に掲載されている技術
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苔谷橋における点検支援技術活用事例（１／２）

橋梁概要

橋名：苔谷橋（国道２号）
橋長：12.5ｍ
橋梁形式：PCプレテン床版橋
対象部位・部材：桁下全面

（主桁・床版など）
対象とする変状の種類：腐食など

従来点検 点検支援技術活用点検

従来点検方法についての説明
※写真、図など添付

点検支援技術についての説明
※写真、図など添付

（点検方法の説明）

（点検方法の説明）

点 検

（ 中国地方整備局
山口河川国道事務所）

点検
支援技術
性能

カタログ

技 術 名

BR010019-V0322 橋梁
等構造物の点検ﾛﾎﾞｯﾄｶﾒﾗ

至 広島 至 防府 至 広島 至 防府

※点検支援技術の
活用範囲

■梯子を用いて点検
■本橋は，桁下高が約5ｍで，桁下に凹凸が無く、
梯子による高所作業となるため、安全性が低い。 ■昼間に桁下から点検

■支間中央部付近を対象として，点検支援技術で点検

橋台付近の点検状況 支間中央部の点検状況

山国_添付①
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項目 従来技術 点検支援技術 点検支援技術の具体的な効果や活用にあたっての課題

外業 梯子
橋梁等構造物の
点検ﾛﾎﾞｯﾄｶﾒﾗ

・従来技術では，梯子による高所での点検作業となるため、安
全性に欠ける。

内業
調書作成前の
作業不要

調書作成前の
作業不要

・従来方法と点検支援技術で大差はない.

交通規制
なし

(点検車の場合：1日)
なし

・基本的に交通規制が不要。
・近接目視を行うために点検車とした場合は，国道規制が必要。

合計金額 120千円 140千円 ・若干であるが，点検費用が高い。

工程 1日 1日 ・点検日数に大差はない。

苔谷橋における点検支援技術活用事例（２／２）

従来方法と点検支援技術のコスト比較

点 検

※直接人件費，直接経費（点検支援技術）の総額である。
※今回ｹｰｽは高所ポールカメラとし，従来方法は梯子点検とした。

■総点検費は概ね同じで，点検
支援技術経費の20千円分高
くなる。

■従来方法は，梯子による高所
での点検作業となるため、安
全性に欠ける。

コストは、+20千円高くなるが、点検員の安全性が
向上した。

山国_添付①

点検支援技術
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北平田橋における点検支援技術活用事例（１／２）

橋梁概要

橋名：北平田橋（国道２号）
橋長：3.7ｍ
橋梁形式：単純ＲＣ中実床版橋
対象部位・部材：桁下全面（主桁）
対象とする変状の種類：ひびわれなど

従来点検 点検支援技術活用点検

従来点検方法についての説明
※写真、図など添付

点検支援技術についての説明
※写真、図など添付

（点検方法の説明）

（点検方法の説明）

点 検

（ 中国地方整備局
山口河川国道事務所）

点検
支援技
術性能
カタログ

技 術 名

BR010038-V0022
MCSによる橋梁点検技術

至 広島 至 防府 至 広島 至 防府

※点検支援技術の
活用範囲

■地上での点検（1-2径間）
■1-1径間は，桁下高が約60㎝と低く，部分的に滞水し
ているため，点検員の安全性が低い。

■昼間に点検
■橋梁脇からMCS（ﾏﾙﾁｶﾒﾗｼｽﾃﾑ）を付属の竿で移動させ
て点検。点検員は，手元のモニターで損傷状況を確認

外観 点検状況

1-2径間の点検状況 1-1径間の現地状況

約60㎝

山国_添付②
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項目 従来技術 点検支援技術 点検支援技術の具体的な効果や活用にあたっての課題

外業 地上
MCSによる橋梁点

検技術
・狭隘部の点検でも，現場での作業効率が上がり、安全性も向
上した。

内業
調書作成前の
作業不要

調書作成前の
作業必要

・現場で撮影した連続写真から，損傷を抽出する必要がある。

交通規制 なし なし ・基本的に交通規制が不要。

合計金額 120千円 148千円 ・若干であるが，点検費用が高い。

工程 1日 1日 ・点検日数に大差はない。

北平田橋における点検支援技術活用事例（２／２）

従来方法と点検支援技術のコスト比較

点 検

※直接人件費，直接経費（点検支援技術）の総額である。
※今回ｹｰｽはMCSマルチカメラとし，従来方法は地上点検とした。

■点検支援技術が約30千円高
くなる。

■従来方法は，狭隘部の点検と
なり，点検員の安全性確保が
課題となる

コストは、+28千円高くなるが、狭隘部の点

検でも、現場での作業効率が上がり、安全
性も向上した。点検支援技術

山国_添付②
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地方公共団体における新技術活用事例

所在地 種別１ 種別２ 新技術名称 NETIS登録番号
点検支援技術

性能カタログ（案）技術番号 対象部材 対象変状・損傷

富山県小矢部市 修繕（Ⅲ） 新材料 ひび割れ補修浸透性エポキシ樹脂塗布工法 CB-130007-VE 下部工 ひび割れ

石川県輪島市 修繕（Ⅲ） 新工法 SSI工法 KK-100009-VE 主桁 剥離・鉄筋露出

広島県福山市 修繕（Ⅲ） 新工法 けい酸塩系コンクリート含浸材「SUPER SHIELD」 QS-150019-A 主桁、床版 中性化

山口県長門市 修繕（Ⅲ） 新工法 伸縮装置及び床版防水の一体化工法（ARCHIST ONEPIECE-GEL SYSTEM工法） CB-170021-A 伸縮継手装置 遊間漏水に起因する床版等劣化

香川県丸亀市 修繕（Ⅲ） 新工法 EPP工法（エコ・ペイント・ピーリング工法） KT-150081-VR H桁、補強鋼板 塗装塗替

高知県東洋町 修繕（Ⅲ） 新工法 コンクリート剥落防止対策ネット（スマートメッシュ） SK-140006-VR 主桁 剥離、鉄筋露出

福岡県久留米市 修繕（Ⅲ） 新工法 FAボックスカルバート QS-110006-VE

東京都墨田区 修繕（Ⅱ） 新工法 ヒノダクタイルジョイントα QS-150024-A 橋梁上部（主桁、横桁、縦桁）・鋼部材 塗膜劣化及び剥離・腐食

愛知県豊橋市 修繕（Ⅱ） 新工法 循環式ハイブリッドブラストシステム QS-150032-VE 主桁、横桁 腐食

香川県坂出市 修繕（Ⅱ） 新工法 タフメッシュ工法 KT-110012-VR 上部工 剥離

佐賀県有田町 修繕（Ⅱ） 新工法 アースコート防錆塗装システム KK-110056-VR 上部工の鋼材補強部 腐食

宮崎県えびの市 修繕（Ⅱ） 新工法 支承の若返り工法 HR-100013-VE 支承 腐食

北海道奥尻町 点検 非GPS環境対応型ドローンを用いた近接目視点検支援技術 BR010015-V0120 床版、主桁等 ひび割れ、腐食等

北海道美深町 点検 マルチコプタ点検システム「マルコ」 BR010017-V0120 橋脚 ひび割れ、剥離・鉄筋露出

長野県長和町 点検 インフラ点検レポートサービス TH-170006-A 全般 全般

群馬県伊勢崎市 点検 橋梁点検ロボットカメラ KT-160016-A BR010019-V0120

佐賀県江北町 点検 橋梁点検ロボットカメラ KT-160016-A BR010019-V0120

※従来技術と新技術のコスト比較等は当該橋梁の修繕や点検に対して適用した場合の比較であり、技術を活用する現場の施工条件等により比較結果は異なります

※令和３年３月時点

※国土交通省ＨＰより抜粋
https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/pdf/chiho-katsuyo-jirei.pdf
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○各道路管理者の点検⽀援技術の活⽤実績⼀覧

①点検支援技術の活用実績 ②NETIS登録番号及び点検⽀援技術性能カタログ（案）技術番号
【橋梁】
①技術名称：橋梁点検支援ロボット
②技術名称：全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術
③技術名称：橋梁等構造物の点検ロボットカメラ
④技術名称：ＭＣＳによる３Ｄデータを活用した橋梁点検技術
⑤技術名称：水面フローターと360°カメラを搭載したドローンによる溝橋の点検
➅技術名称：全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術
⑦損傷抽出支援ソフトウェア「k-trace」

①BR010018-V0322（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）
②BR010009-V0222（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）
③BR010019-V0322（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）
④BR010038-V0022（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）
⑤BR010032-V0122（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）
➅BR010009-V01323（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）
⑦BR010042-V0123（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）

【トンネル】
①技術名称：走行型高速3Dﾄﾝﾈﾙ点検ｼｽﾃﾑMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)／MIMM(ﾐｰﾑ)
②技術名称：コンクリート構造物変状部検知システム「BLUE DOCTOR」
　

①TN010006－V0423 （点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）
②BR020008－V0423 （点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）

【附属物（標識、照明）】
　技術名称：支柱路面境界調査システム KT-130057-VE　キズミー1（NETIS登録番号）

西日本高
速道路
（株）
中国支社

【橋梁】
①技術名称：構造物モニタリングシステム（AutoCIMA※・ハンディカメラ）
②技術名称：赤外線調査支援システム「Jシステム」
③技術名称：全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン
④点検用タブレットを活用した詳細点検

①KK-150046-A （NETIS登録番号）　※ハンディカメラは登録なし
②SK-110019-V （NETIS登録番号）
③BR010009-V0020（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）
④（登録なし）

山口県
【トンネル】
　技術名称：走行型高速3Dトンネル点検システム_MIMM-R／MIMM（ミーム・アール／ミーム）

TN100005-V0323（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）

山口市
【橋梁】
　技術名称：橋梁点検支援ロボット+橋梁点検調書作成支援システム（うき） BR020006-V0423 （点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）

萩市

【橋梁】
（今年度より橋梁点検業務に導入）
　技術名称：全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術 BR010009-V0323（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）

岩国市

【橋梁】
　技術名称：ドローン、光波測量機「KUMONOS」及び高解像度カメラを組み合わせた高精度
　点検システム

BR010006-V0222 （点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）

美祢市
【橋梁】
　技術名称：橋梁点検ロボットカメラ BR010019－V0120（点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）

周南市
【橋梁】
　技術名称：コンクリート構造物変状部検知システム「BLUE（ブルー）DOCTOR（ドクター）」 BR020008-V0120 （点検支援技術性能カタログ（案）技術番号）

平生町
【橋梁】
　技術名称：道路施設点検車(YZ30FCSB) HRー200003－A（NETIS登録番号）

山口河川
国道事務

所

⼭国_添付④
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【機密性２】令和５年度の取組結果（橋梁点検勉強会（木与会場））

• 道路構造物の点検・診断を通じて、各道路管理者の職員の技術力向上を図る目的で、勉強会
を開催。

• 今回の勉強会は、点検から補修工事までの一連の流れを習得するため、点検・診断、補修設
計、補修工事の各ブースで留意点の説明を行った。

開催日時：令和５年９月２５日（月）１３：００～１６：００

開催場所：国道１９１号 木与跨線橋

参 加 者：山口県、萩市、防府市、長門市、岩国市、下関市、直轄の技術職員、コンサル技術者

３６名が参加

中国地方整備局
山口河川国道事務所

（アンケート結果）
○経験年数：経験年数１年未満の方から１０年以上の方まで幅広く参加されていた。
○理解度：ほとんどの方が理解できたという回答であった。理解できないと回答があった方から、

直轄点検のみで実務と相違があるとの意見があった。
○講習内容：ほとんどの方が利用できるとの回答であった。
○今後、実施して欲しい内容：点検・診断関係の内容を多く盛り込んで欲しい要望が多かった。
具体的意見の中に、実際の損傷が見たい、占用物（水道管ほか添加物）と診断結果の事例が欲し
い。との意見があった。

○自由意見：
・実際の施工現場、点検現場を確認したかった。
・個人が実施出来る点検方法があれば良い。
・毎年度の開催と集中的内容を望む。

（勉強会の内容）
点検・診断、補修設計、補修工事の各ブースにおいて、以下の説明を行った。
【点検・診断ブース】：点検時の着眼点、本橋の損傷状況、点検支援技術の紹介、診断の流れ
【補修設計ブース】：定期点検結果を踏まえた補修設計、劣化原因特定から補修工法の選定
【補修工事ブース】：ひび割れ注入工、断面修復工の作業実演

点検・診断ブース

補修設計ブース

補修工事ブース

38



【機密性２】令和５年度の取組結果（トンネル点検勉強会）

• 道路構造物の点検・診断を通じて、各道路管理者の職員の技術力向上を図る目的で、勉強
会を開催。

• 今回の勉強会では、基礎的な知識を習得するため、座学でトンネルの変状、点検支援技術、
工法による損傷の違いと着眼点の講習、現場でトンネル点検の実習を行った。

（座学）
座学を３コマに分け、①道路トンネルの外力による変状について、②点検支援技術（画像
計測）の活用効果と精度検証について、③朝田トンネルの概要と施工工法の違いによる損
傷部位の着眼点について。

（現地実習）
山口市の国道９号にある朝田トンネルで高所作業車に搭乗して、うきや豆板等の補修跡等
近接目視するとともに、クラックスケールを用いてひび割れ計測を行い、点検ハンマーで
打音検査、点検支援技術の１つであるブルードクターでの浮き、剥離の調査の実習を行った。

開催日時：令和５年１０月１８日（木）１３：００～１５：３０
開催場所：座学（維新百年記念公園 維新大晃アリーナ）

現地実習（国道９号 朝田トンネル（上・下））
参 加 者：山口県、コンサル技術者、技術センター職員、直轄技術職員

３０名参加

座学

現地実習

中国地方整備局
山口河川国道事務所

（アンケート結果）
○経験年数：１年未満から１０年以上の方まで幅広く受講されていた。
○理解度 ：全ての方が理解できたという回答だった。
○講習内容：全ての出席者が、今回の内容は今後利用できるとの回答で

あった。
○自由意見：
・座学と現場実習の両方があったので、理解を深めることができた。
・NATM工法と在来工法（矢板工法）との対比、外力による変状が勉強
になった。

・点検に関して、機材や技術が進歩していることが解った。
・状態が比較的良いトンネルだったので、補修設計を検討している段
階のトンネルで実習を受けたい。 39



【機密性２】令和５年度の取組結果（橋梁点検勉強会（下関会場））

• 道路構造物の点検・診断を通じて、各道路管理者の職員の技術力向上を図る目的で、勉強会
を開催。

• 今回の勉強会は、基本的な知識を習得するため、現場で橋梁点検・診断の体験、点検支援技
術の実習、非破壊調査の実習を行った。

開催日時：令和５年１１月９日（木）１３：００～１５：３０

開催場所：国道２号 木屋川橋（上り）

参 加 者：山口県、長門市、コンサル技術者、直轄の技術職員

２０名が参加

中国地方整備局
山口河川国道事務所

（アンケート結果）
○経験年数：経験年数１年未満の方から、６年以内の方までが参加されていた。
○理解度：参加者全員が理解できたという回答であった。
○講習内容：ほとんどの方が利用できるとの回答であった。利用できないと回答があった方から、

長大橋や特殊な場所にある橋梁に限定される点検支援技術であると印象を受けたとの
意見があった。

○自由意見：
・点検支援技術が多数あり、勉強になった。
・河川の維持管理にも利用できそうな技術であったため、参考になった。
・最新の技術を体験できて非常に良かった。
・今回紹介があった技術は、長大橋や、特殊な場所にある橋梁に限定される印象を受けた。

（勉強会の内容）
点検・診断、点検支援技術、非破壊調査において、技術の概要や使用機器の使い方などの
実習を行った。

点検支援技術（損傷抽出支援技術）

非破壊調査（RCレーダー）

点検支援技術（ドローン）

点検支援技術（ボート型ドローン）

ドローン

40



【機密性２】令和5年度の取組結果と令和6年度の取組予定

R5年度の取組結果
《橋梁点検勉強会（木与会場）》
実 施 日：令和5年9月25日(月)13:00～16:00
参 加 者：36名
内 容： 以下の各ブースに分かれて説明を行った。

［点検・診断ブース］点検時の着眼点、本橋の損傷状況、点検支援技術の紹介
診断の流れ

［補修設計ブース］ 定期点検結果を踏まえた補修設計、劣化原因特定から補
修工法の選定

［補修工事ブース］ ひび割れ注入工、断面修復工の作業実演

《橋梁点検勉強会（下関会場）》
実 施 日：令和5年11月9日(木)13:00～15:30
参 加 者：20名
内 容：点検・診断、点検支援技術、非破壊調査において、技術の概要や使用機器の使い方

などの実習を行った

《トンネル点検勉強会》
実 施 日：令和5年10月18日(水)13：00～15：30
参 加 者：30名
内 容：［座 学］①道路トンネルの外力による変状について

②点検支援技術（画像計測）の活用効果と精度検証について
③朝田トンネルの概要と施工工法の違いによる損傷部位の着目点について

［現場実習］山口市の国道９号にある朝田トンネルで高所作業車に搭乗して、

うきや豆板等の補修跡等近接目視するとともに、クラックスケールを
用いてひび割れ計測を行い、点検ハンマーで 打音検査、点検支援技術の
１つであるブルードクターでの浮き、剥離の調査の実習を行った。

R6年度の取組予定
《トンネル点検勉強会》
実 施 日：令和6年9月～11月
内 容：・トンネル点検の基礎的な知識習得

・点検支援技術の紹介
・現場実習

《橋梁点検勉強会》※２回実施予定（東部・西部）
実 施 日：令和6年9月～11月
内 容：・橋梁点検などの基礎的な知識習得

・点検支援技術の紹介
・現場実習

トンネル点検勉強会（座学）の実施状況

中国地方整備局
山口河川国道事務所

トンネル点検勉強会（現地実習）の実施状況

橋梁点検勉強会 （木与会場）の実施状況

橋梁点検勉強会 （下関会場） の実施状況

ドローン
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